
学校運営協議会だより～コミュニティ・スクール～ 

【教育目標】  小樽の未来をつくる北陵生の育成  

【重点】  「 15 の春をみんなで考えよう」  ～小中一貫教育の継承と進化～ 
 

第１回学校運営協議会の中で頂いたご意見等 

 ４月２１日(月)に第１回ＣＳ会議が行われました。校長先生からは学校経営方針につい 

て説明があり、４月の生徒の様子として、３年生は最上級生の自覚が出始め、進路実現の  

ために学習に取り組もうという姿勢が出ていることや２年生も心機一転学習に向かう姿勢 

が見られることなどが話されました。また、委員のみなさんからは「勉強することで将来 

の選択肢が広がるので、学習のやる気を高めてほしい」など本校の課題である学力向上に  

向けた取組の一層の充実を求める意見を頂きました。 

 

・学校としての今年度の取組 

①小中連携について 

 今年度も小学校と中学校の連携を深め 

 ていくことはもちろんのこと、小小連 

携や小中高との連携を図り、１２年間 

 を見通した取組を進めていく。 

②いじめ・不登校等への対応について 

 いじめ、不登校生徒の対応については 

学校だけでなく、地域や関係機関と一 

体となった取組を進めていく。 

③学力向上に向けた取組について 

 今年度も数学科では１学年を３クラス 

 に分け、習熟度別少人数指導を行い、 

 個に応じた指導の徹底を図っていく。 

 

 

コミュニティ・スクールの主な３つの機能 

①校長が作成する学校運営の基本方針を

承認する。 

②学校運営について、教育委員会または

校長に意見を述べることができる。 

③教職員の任用に関して、教育委員会規

則に定める事項について、教育委員会

に意見を述べることができる。 
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